
内
藤

昌

先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

河

田

克

博

名
古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
建
築
学
会
名
誉
会
員
で
日
本
建
築
学
会
副
会
長
も

な
さ
れ
、
建
築
史
学
の
構
築
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
内
藤
昌
先
生
は
、
二
〇
一
二

年
一
〇
月
二
三
日
午
後
七
時
四
三
分
、
横
浜
の
療
養
施
設
に
お
い
て
老
衰
の
た
め
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
数
日
前
の
一
〇
月
八
日
に
満
八
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
ば
か
り

で
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
の
最
後
の
お
勤
め
は
、
愛
知
産
業
大
学
学
長
・
教
授
と
し
て
の
立
場
で
し
た
が
、

二
〇
〇
七
年
一
月
中
旬
に
最
終
講
義
を
な
さ
れ
た
数
十
日
後
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
ら
れ
、
後

遺
障
害
で
左
半
身
不
随
と
な
り
、
車
椅
子
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
お
見
舞
い
に

行
っ
た
と
き
に
は
、
頭
脳
は
変
わ
ら
ず
明
晰
で
し
た
が
、
右
手
し
か
動
か
な
い
の
が
本
を

読
む
事
な
ど
も
ど
か
し
そ
う
で
し
た
。
病
院
を
退
院
後
は
、
横
浜
の
ご
自
宅
で
療
養
生
活

を
始
め
ら
れ
、
優
し
さ
の
な
か
に
も
気
丈
な
も
の
を
お
持
ち
の
奥
様
（
内
藤
淑
子
）
が
献

身
的
な
介
護
を
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
奥
様
が
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
ご
自
身
の

病
気
治
療
の
た
め
入
院
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
宅
介
護
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
内
藤
先

生
は
先
の
療
養
施
設
に
移
ら
れ
ま
し
た
。
内
藤
先
生
に
と
っ
て
奥
様
は
、
最
も
頼
り
に
な

り
甘
え
ら
れ
る
存
在
だ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
奥
様
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

て
か
ら
は
、
内
藤
先
生
の
気
力
が
急
激
に
低
下
し
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ご
病
気
を

治
す
た
め
に
入
院
さ
れ
て
回
復
を
期
し
て
い
た
奥
様
で
し
た
が
、
薬
石
効
な
く
二
〇
一
二

年
四
月
下
旬
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
境
に
、
内
藤
先
生
は
さ
ら
に
衰
え
て
い
き
、

現
今
超
高
齢
と
い
え
な
い
お
歳
な
が
ら
老�

衰�

に
よ
る
逝
去
と
な
り
ま
し
た
。

内
藤
昌
先
生
は
、
長
野
県
の
お
生
ま
れ
で
（
以
下
、『
内
藤
昌
著
述
目
録
』（
一
九
九
三

年
）
と
筆
者
の
記
憶
に
よ
る
）、
一
九
五
一
年
に
東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
に
入
学
、
一

九
五
五
年
に
同
学
部
建
築
学
系
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
同
大
学
大
学
院
へ
進
ま
れ
、
修
士
課

程
を
経
て
、
一
九
六
〇
年
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
を
修
了
、「
書
院
造
に
お
け
る
間
の
建

築
的
研
究
」
に
て
工
学
博
士
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
女
子
大
学
講
師
（
一

九
六
〇
年
〜
）、
東
京
工
業
大
学
助
手
（
一
九
六
一
年
〜
）
を
経
て
、
一
九
六
三
年
名
古

屋
工
業
大
学
建
築
学
科
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
内
藤
先
生
の
東
京
工
業
大
学

時
代
の
思
い
出
話
と
し
て
、
直
接
の
恩
師
の
城
郭
建
築
研
究
で
名
声
高
い
藤
岡
通
夫
教
授

を
始
め
、
建
築
家
・
教
育
者
・
研
究
者
と
し
て
著
名
な
谷
口
吉
郎
教
授
・
清
家
清
教
授

（
い
ず
れ
も
故
人
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
、
よ
く
耳
に
し
ま
し

た
。筆

者
が
名
古
屋
工
業
大
学
に
お
い
て
内
藤
昌
先
生
の
講
義
を
受
け
た
の
は
、
一
年
生
の

と
き
の
建
築
概
論
、
二
年
生
の
と
き
の
日
本
建
築
史
、
三
年
生
の
と
き
の
設
計
製
図
・
住

宅
建
築
史
で
し
た
。
と
り
わ
け
日
本
建
築
史
は
、
内
藤
先
生
の
上
司
で
あ
る
城
戸
久
先
生

（
故
人
）
が
退
官
さ
れ
て
、
一
九
七
二
年
に
替
わ
っ
て
教
授
と
な
ら
れ
日
本
建
築
史
を
担

当
し
た
ば
か
り
の
と
き
で
、
張
り
切
っ
て
講
義
ノ
ー
ト
も
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
日
本

建
築
史
の
要
点
を
的
確
に
押
さ
え
大
変
充
実
し
た
内
容
の
講
義
で
し
た
。
休
講
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
折
の
筆
者
の
ノ
ー
ト
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
続
く
か
け
が
え

の
な
い
知
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
設
計
製
図
の
教
育
に
関
し
て
は
大
変
厳
し
く
、
時

間
は
一
分
た
り
と
も
遅
れ
は
許
さ
れ
ず
、
エ
ス
キ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
厳
格
で
、
最
後
は
一

人
ず
つ
講
評
し
て
い
く
の
で
す
が
辛
辣
で
的
確
な
批
評
を
多
く
の
学
生
が
受
け
る
な
か
、

友
人
の
一
人
の
作
品
を
無
言
で
さ
っ
と
通
り
過
ぎ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
友
人
の

疑
問
に
、
先
生
は
「
こ
れ
は
建
築
家
の
○
○
の
作
品
だ
か
ら
」
と
軽
く
言
い
放
ち
ま
し

た
。
先
生
は
瞬
時
に
お
見
通
し
で
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
友
人
は
悪
い
点
数
な
が
ら
も

合
格
と
な
り
、
内
藤
先
生
の
厳
し
さ
の
反
面
、
学
生
に
対
す
る
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
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こ
う
し
た
こ
と
が
相
俟
っ
て
、
筆
者
は
内
藤
昌
研
究
室
の
門
戸
を
た
た
き
、
四
年
生
・

大
学
院
修
士
課
程
で
薫
陶
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究
室
で
の
研
究

教
育
は
予
想
以
上
に
厳
格
で
、
週
に
一
回
の
ゼ
ミ
は
欠
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
ゼ
ミ
は
午
後
半
ば
か
ら
始
ま
り
、
学
生
と
激
論
を
交
わ
し
な
が
ら
夜
遅
く
ま
で
続
き

ま
し
た
。
こ
の
激
論
は
、
わ
れ
わ
れ
学
生
を
一
人
前
の
上
級
生
と
し
て
み
て
い
た
裏
返
し

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の
先
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
相
当
な
も
の
で
、
教
育
す
る

立
場
に
な
っ
た
筆
者
か
ら
今
み
れ
ば
、
研
究
教
育
に
対
す
る
強
烈
な
熱
意
が
な
け
れ
ば
誰

し
も
真
似
ら
れ
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
夜
遅
く
ま
で
続
い
た
ゼ
ミ
が
終
わ
る
と
、
さ
す

が
の
先
生
も
疲
れ
た
の
か
「
腹
が
減
っ
た
な
」
と
い
っ
て
、
大
学
近
く
の
大
衆
食
堂
か
ら

丼
物
を
出
前
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
下
宿
生
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
は
厳
し
い
ゼ
ミ
の
後
の
大
き
な
楽
し
み
で
し
た
。

ま
た
内
藤
先
生
は
、
大
変
な
写
真
好
き
で
、
撮
影
・
現
像
・
引
伸
・
焼
付
ま
で
自
ら
行

う
た
め
に
学
内
に
「
歴
史
意
匠
実
験
室
」
と
称
し
て
大
き
な
暗
室
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
撮
影
・
フ
ィ
ル
ム
現
像
は
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
の
で
、
学
生
に
手
伝
わ
せ
な
が
ら

先
生
ご
自
身
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
伸
・
焼
付
、
そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
写
真
の
整

理
・
製
本
な
ど
は
学
生
に
任
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
作
業
た
る
や
膨
大
な
量
で
、

指
定
時
間
に
間
に
合
わ
す
べ
く
、
徹

夜
で
行
う
こ
と
も
度
々
で
し
た
。
撮

影
も
先
生
は
プ
ロ
並
み
の
水
準
で
、

三
五
㎜
カ
メ
ラ
は
勿
論
の
こ
と
、
六

×
六
の
ゼ
ン
ザ
・
ブ
ロ
ニ
カ
、
四
×

五
の
リ
ン
ホ
フ
を
持
ち
歩
き
、
筆
者

の
学
生
の
と
き
に
は
、
五
×
七
か
ら

八
×
十
ま
で
撮
影
可
能
な
ジ
ナ
ー
を

購
入
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
大
変

な
の
は
屏
風
も
含
む
大
き
な
絵
図
の
撮
影
で
、
仕
上
が
り
全
体
が
均
質
に
な
る
よ
う
に
絵

図
全
体
の
露
出
が
適
正
に
な
る
よ
う
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
調
整
を
長
時
間
か
け
て
行
い
ま

す
。
た
っ
た
数
枚
の
絵
図
の
撮
影
の
た
め
に
半
日
が
か
り
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
撮
影
機
材
の
持
ち
運
び
は
無
論
学
生
の
仕
事
で
す
。
研
究
と
い
う
の
は
、
頭
だ
け
で

は
な
く
体
力
も
必
要
な
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
体
力
も
才
能
の
一
つ
だ
」
と

言
わ
れ
た
内
藤
先
生
の
言
葉
を
、
改
め
て
思
い
返
し
ま
し
た
。

内
藤
昌
先
生
の
研
究
業
績
を
述
べ
る
と
、
次
の
四
群
に
大
別
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

一

書
院
造
の
設
計
技
術
に
関
す
る
研
究

近
世
初
期
に
完
成
し
、
今
日
の
和
風
住
宅
様
式
に
通
ず
る
書
院
造
の
設
計
技
術
を
、
と

り
わ
け
モ
デ
ュ
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
視
座
か
ら
分
析
す
る
研
究
は
、
先
生
が

着
手
さ
れ
る
ま
で
は
皆
無
と
い
う
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
先
生
の
学
位
論
文

「
書
院
造
に
お
け
る
間
の
建
築
的
研
究
」
の
延
長
上
に
な
る
も
の
で
す
が
、
近
世
初
期
の

一
流
大
工
棟
梁
が
著
し
た
建
築
技
術
書
の
中
か
ら
書
院
造
の
設
計
技
術
に
関
す
る
も
の
を

全
国
的
に
収
集
し
、
そ
の
技
術
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
近
世
初
期
の
代
表
的

書
院
造
遺
構
約
七
〇
棟
の
実
測
調
査
と
そ
の
平
面
寸
法
の
分
析
を
行
っ
て
、
大
工
技
術
書

の
内
容
を
遺
構
の
上
で
確
認
し
、
わ
が
国
の
住
宅
建
築
に
お
け
る
モ
デ
ュ
ラ
ー
・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
特
に
畳
寸
法
を
基
準
と
す
る
「
畳
割
」
技
術
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
研
究
成
果
は
、「「
間
」
に
関
す
る
一
連
の
研
究
」
と
し
て
一
九

七
五
年
に
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

二

日
本
古
典
建
築
書
の
網
羅
的
か
つ
体
系
的
研
究

中
世
末
か
ら
近
代
初
期
に
か
け
て
著
さ
れ
た
わ
が
国
の
古
典
建
築
書
（
第
一
群
の
研
究

に
お
い
て
文
献
史
料
と
し
て
用
い
た
建
築
技
術
書
を
含
む
）
を
、
特
定
の
建
築
種
別
や
時

代
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
全
国
的
に
悉
皆
調
査
・
収
集
し
た

愛知産業大学提供

紹 介
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約
八
〇
〇
本
以
上
の
古
典
建
築
書
を
基
本
史
料
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と
り
あ
え
ず
の
内

容
は
「
大
工
技
術
書
に
つ
い
て
」（『
建
築
史
研
究
』
三
〇
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
）
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
論
文
は
後
進
の
研
究
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
の
古
典
建
築
書
を
、
そ
の
内
容
か
ら
中
世
建
築
書
・
堂
宮
雛

形
・
屋
敷
雛
形
・
小
道
具
雛
形
・
規
矩
雛
形
・
絵
様
雛
形
・
儀
式
書
・
家
相
書
な
ど
に
分

類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
書
誌
学
的
考
察
お
よ
び
建
築
的
内
容
の
分
析
を
行
っ
て
、
建
築
技
術
的

系
譜
や
歴
史
的
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
最
終
的
に
は
当
時
の
建
築
界
に
お
い
て
果
た

し
た
こ
れ
ら
古
典
建
築
書
の
歴
史
的
役
割
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
の
一
環
と

し
て
、
法
隆
寺
大
工
に
継
承
さ
れ
て
き
た
建
築
百
科
全
書
と
も
い
う
べ
き
『
愚
子
見
記
』

に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
に
日
本
産
業
技
術
史
学
会
資
料
特
別
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
、
共
同
研
究
者
と
し
て
の
六
人
の
弟
子
が
工

学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
お
り
、
後
進
の
育
成
に
も
多
大
な
る
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。三

日
本
城
郭
史
の
研
究

最
終
的
に
は
『
城
の
日
本
史
』
と
し
て
、
古
代
の
城
か
ら
整
理
し
、
総
覧
・
分
析
さ
れ

ま
し
た
が
、
中
心
は
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
城
郭
史
の
研
究
で
す
。
従
来
、
軍
事

的
要
素
の
み
を
強
調
し
て
い
た
日
本
城
郭
史
研
究
に
、
人
間
社
会
の
集
住
様
態
と
し
て
の

都
市
の
性
格
を
視
座
に
入
れ
、
都
市
的
建
築
と
し
て
の
城
が
造
ら
れ
た
日
本
史
的
意
義
を

究
明
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
城
郭
に
関
す
る
各
論
と
し
て
は
、
名
古
屋

城
・
姫
路
城
・
安
土
城
・
江
戸
城
・
二
条
城
・
聚
楽
第
・
伏
見
城
・
駿
府
城
他
多
数
が
あ

り
ま
す
が
、
近
世
城
郭
の
嚆
矢
で
あ
る
安
土
城
に
関
し
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
の
膨
大
な
未

整
理
蔵
書
の
中
か
ら
新
史
料
「
天
守
指
図
」
を
自
ら
発
見
し
、
こ
れ
と
『
信
長
公
記
』
他

の
文
献
史
料
、
お
よ
び
安
土
城
跡
の
遺
構
の
実
測
調
査
を
総
合
的
に
研
究
し
、
絢
爛
豪
華

な
南
蛮
風
唐
様
の
天
守
を
復
元
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、「
安
土
城
の
研
究

上
・
下
」

（『
国
華
』
一
九
七
六
年
二
・
三
月
）・『
復
元
安
土
城
』（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
他
に

ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
天
守
六
・
七
階
内
部
が
セ
ヴ
ィ
リ
ア
万
国
博
覧
会
（
一
九
九

二
年
）
日
本
政
府
館
に
原
寸
復
元
さ
れ
、
安
土
町
（
現
、
近
江
八
幡
市
）「
信
長
の
館
」

に
移
築
、
外
観
を
加
え
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

四

日
本
都
市
史
の
研
究

こ
の
種
の
研
究
成
果
の
先
駆
と
し
て
は
、『
江
戸
と
江
戸
城
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、

一
九
六
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
日
で
は
盛
ん
な
都
市
史
研
究
で
す
が
、
当

時
と
し
て
は
希
薄
な
「
都
市
史
」
の
研
究
分
野
に
先
鞭
を
つ
け
た
画
期
的
な
研
究
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
や
江
戸
図
屏
風
を
は
じ
め
と
す
る
諸
都
市
図
屏

風
を
史
料
と
し
、
そ
の
景
観
構
成
を
古
地
図
お
よ
び
現
代
地
図
に
投
影
し
、
武
家
地
・
公

家
地
・
寺
社
地
・
町
人
地
に
大
別
し
て
、
地
域
別
描
写
建
築
数
の
統
計
的
分
析
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
都
市
の
景
観
変
化
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
諸
都
市
の
古
地
図
を

史
料
と
し
て
現
代
地
図
に
投
影
し
、
用
途
区
域
別
の
面
積
の
定
量
化
や
道
路
網
の
物
理

的
・
統
計
的
分
析
に
よ
っ
て
、
各
都
市
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
常
に
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
デ
ー
タ
を
用
い
た
都
市
史
の
研
究
に
独
自
の
境
地
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

成
果
は
、『
江
戸
図
屏
風

別
巻
―
江
戸
の
都
市
と
建
築
―
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
二

年
）・『
洛
中
洛
外
図
大
観
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）
他
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
藤
昌
先
生
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
建
築
史
学
、
と
り
わ
け
日
本
近
世
建
築
学
の
成
立

と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
研
究
へ
の
熱
意
は
強
烈
で
、
迅
速
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
、
時
に
周
り
を
は
ら
は
ら
さ
せ
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
途
で
真
摯
な
研

究
姿
勢
に
は
後
進
に
と
っ
て
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
御
功

績
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
に
正
四
位
瑞
宝
中
綬
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ご
存
命
で
あ
れ

ば
、
ま
だ
ま
だ
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
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（
か
わ
た

か
つ
ひ
ろ

名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院
社
会
工
学
専
攻
）

故

内
藤

昌

先
生

年
譜
・
著
書
論
文
目
録

『
内
藤
昌
著
述
目
録
』（
名
古
屋
工
業
大
学
意
匠
計
画
学
研
究
室
、
一
九
九
三
年
）
と

『
内
藤
昌
研
究
著
述
目
録
』（
愛
知
産
業
大
学
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を
参
照
し
て
作
成
し

た
。
報
文
と
随
筆
の
類
は
割
愛
し
た
。
遺
漏
な
ど
あ
れ
ば
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

年
譜

（
学
会
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
活
動
は
要
職
の
み
記
す
）

昭
和
七
年
一
〇
月
八
日

長
野
県
諏
訪
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
二
六
年
三
月

長
野
県
立
清
陵
高
等
学
校
卒
業

昭
和
三
〇
年
三
月

東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
建
築
学
系
卒
業

昭
和
三
二
年
三
月

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課
程
修

了

昭
和
三
五
年
三
月

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
「
書
院
造
に
お
け
る
間
の
建
築
的
研
究
」
に
て
、
工
学
博
士

授
与
（
東
京
工
業
大
学
）

昭
和
三
五
年
四
月

昭
和
女
子
大
学
家
政
学
部
講
師

昭
和
三
六
年
一
一
月

東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
助
手

昭
和
三
八
年
四
月

名
古
屋
工
業
大
学
工
業
教
員
養
成
所
建
築
学
科
助
教
授

昭
和
四
〇
年
四
月

名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
助
教
授
（
大
学
院
兼
任
）

昭
和
四
七
年
四
月

名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
（
大
学
院
兼
任
）

昭
和
五
〇
年
五
月

「「
間
」
に
関
す
る
一
連
の
研
究
」
に
対
し
日
本
建
築
学
会
賞
（
論

文
賞
）
を
受
賞

昭
和
五
九
年
一
月

日
本
建
築
学
会
学
術
理
事
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
ま
で
）

昭
和
五
九
年
六
月

日
本
産
業
技
術
史
学
会
理
事
（
平
成
八
年
一
月
ま
で
）

昭
和
六
〇
年
一
月

日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
長
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
ま
で
）

紹 介
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昭
和
六
〇
年
四
月

名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
担
当

昭
和
六
〇
年
七
月

名
古
屋
工
業
大
学
学
生
部
長
お
よ
び
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長
（
昭

和
六
二
年
六
月
ま
で
）

昭
和
六
〇
年
一
〇
月

名
古
屋
城
整
備
基
本
構
想
調
査
会
委
員
・
技
術
調
査
部
会
長
（
昭

和
六
二
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
一
年
六
月

「
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
地
に
お
け
る
都
市
建
築
の
研
究
」
に
て
文
部

省
在
外
研
究

昭
和
六
二
年
五
月

世
界
デ
ザ
イ
ン
博
会
場
関
連
駅
等
改
修
計
画
委
員
会
委
員
長
（
昭

和
六
三
年
四
月
ま
で
）

昭
和
六
三
年
九
月

特
別
史
跡
安
土
城
跡
調
査
・
整
備
委
員
会
委
員
（
平
成
一
九
年
三

月
ま
で
）

平
成
二
年
八
月

東
京
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
（
併
任
）

平
成
二
年
一
一
月

日
本
イ
ン
テ
リ
ア
学
会
理
事
・
歴
史
部
会
長
（
逝
去
ま
で
）

平
成
三
年
五
月

「
城
と
城
下
町
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
に
対

し
中
日
文
化
賞
（
中
日
新
聞
社
）
を
受
賞

平
成
四
年
一
〇
月

セ
ヴ
ィ
リ
ア
万
国
博
覧
会
日
本
政
府
代
表

平
成
五
年
一
月

日
本
建
築
学
会
副
会
長
（
平
成
七
年
一
月
ま
で
）

平
成
五
年
一
月

日
本
産
業
技
術
史
学
会
副
会
長
（
平
成
八
年
一
月
ま
で
）

平
成
五
年
三
月

東
京
工
業
大
学
停
年
退
官
（
平
成
三
年
四
月
よ
り
名
古
屋
工
業
大

学
が
併
任
）
こ
の
間
、
九
州
芸
術
工
科
大
学
・
東
京
工
業
大

学
・
日
本
女
子
大
学
・
名
古
屋
造
形
芸
術
大
学
講
師
を
兼
任

平
成
五
年
四
月

名
古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授

平
成
五
年
四
月

愛
知
産
業
大
学
学
長
・
教
授

平
成
八
年
六
月

日
本
イ
ン
テ
リ
ア
学
会
副
会
長
（
平
成
九
年
六
月
ま
で
）

平
成
一
〇
年
八
月

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
復
元
検
討
委
員
会
副
委
員
長
（
平
成
一
九
年

三
月
ま
で
）

平
成
一
三
年
三
月

特
別
史
跡
安
土
城
整
備
委
員
会
副
会
長
（
平
成
一
九
年
三
月
ま

で
）

平
成
一
七
年
四
月

愛
知
産
業
大
学
大
学
院
教
授

平
成
一
八
年
五
月

日
本
建
築
学
会
名
誉
会
員

平
成
一
九
年
三
月

愛
知
産
業
大
学
学
長
・
大
学
院
教
授
を
退
職

平
成
二
四
年
一
〇
月
二
三
日

逝
去
（
享
年
満
八
〇
歳
）

著
作
目
録

昭
和
三
一
年

「
空
間
の
表
現
と
し
て
の
「
間
」
の
建
築
的
研
究
序
説
」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
三
七
、
一
九
五
六
年
一
二
月

昭
和
三
二
年

「
六
尺
五
寸
間
の
発
生
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
三
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
五
七
、
一
九
五
七
年
七
月

「
実
測
値
を
如
何
に
考
え
る
か
？
（
一
）（
二
）（
間
の
建
築
的
研
究
・
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
三
九
、
一
九
五
七
年
八
月

「
品
川
区
に
お
け
る
地
面
の
変
遷
お
よ
び
分
筆
過
程
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
三
九
、
一
九
五
七
年
八
月

「
七
尺
間
の
性
格
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
四
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
〇
、
一
九
五
七
年
一
二
月

昭
和
三
三
年

「
紀
州
藩
の
木
材
供
給
形
態
（
江
戸
時
代
木
材
供
給
形
態
の
研
究
そ
の
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
三
、
一
九
五
八
年
六
月

「
五
箇
山
地
方
民
家
の
柱
間
寸
尺
に
よ
る
考
察
（
間
の
建
築
的
研
究
・
五
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
三
、
一
九
五
八
年
六
月
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「
紀
州
藩
の
木
材
供
給
機
構
と
そ
の
建
築
生
産
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
五
九
、
一
九
五
八
年
六
月

「
遺
構
に
お
け
る
「
タ
タ
ミ
割
」
の
発
生
過
程
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
六
〇
、
一
九
五
八
年
一
〇
月

「
堺
�
海
会
寺
方
丈
�
の
沿
革
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

「
堺
�
海
会
寺
方
丈
�
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
九
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

「
尾
州
藩
の
木
材
供
給
形
態
に
就
い
て
（
江
戸
時
代
木
材
供
給
形
態
の
研
究
そ
の
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

「
天
正
・
文
禄
検
地
に
於
け
る
基
準
尺
度
に
就
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
六
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

「
大
徳
寺
横
梅
院
本
堂
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
七
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

「
金
地
院
方
丈
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
八
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

「
書
写
山
円
教
寺
寿
量
院
容
殿
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
〇
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
四
、
一
九
五
八
年
一
二
月

昭
和
三
四
年

「
万
延
度
御
普
請
江
戸
城
本
丸
大
広
間
の
設
計
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
六
一
、
一
九
五
九
年
二
月

「
東
寺
観
智
院
客
殿
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
五
、
一
九
五
九
年
三
月

「
本
棟
造
の
木
割
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
三
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
五
、
一
九
五
九
年
三
月

「
法
隆
寺
太
子
殿
客
殿
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
四
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
八
、
一
九
五
九
年
五
月

「
大
通
寺
広
間
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
五
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
八
、
一
九
五
九
年
五
月

「
瑞
巌
寺
方
丈
（
本
堂
）
の
柱
間
寸
尺
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
六
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
八
、
一
九
五
九
年
五
月

「
雑
工
三
編
大
工
棚
雛
形
座
敷
向
略
木
割
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
七
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
四
八
、
一
九
五
九
年
五
月

「
万
延
度
御
普
請
江
戸
城
本
丸
白
書
院
の
設
計
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
六
二
、
一
九
五
九
年
六
月

「
畳
割
」

『
世
界
建
築
全
集

Ⅲ
』、
平
凡
社
、
一
九
五
九
年
六
月

「
書
院
造
遺
構
に
お
け
る
柱
間
寸
尺
の
基
準
単
位
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
八
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
六
三
、
一
九
五
九
年
一
〇
月

昭
和
三
五
年

「
甲
良
家
の
住
宅
木
割
書
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
一
九
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
五
二
、
一
九
六
〇
年
三
月

「
竹
内
家
の
住
宅
木
割
書
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
二
〇
）」

『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
五
二
、
一
九
六
〇
年
三
月

「
江
戸
時
代
の
木
割
」

『
建
築
設
計
資
料
集
成

Ⅰ
』、
丸
善
、
一
九
六
〇
年
四
月

「
竹
内
家
の
書
院
造
木
割
書
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
二
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
六
六
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月

昭
和
三
六
年

「
清
水
家
の
書
院
造
木
割
書
に
つ
い
て
（
間
の
建
築
的
研
究
・
二
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
六
九
、
一
九
六
一
年
一
月

「『
匠
明
』
の
木
割
の
現
代
的
活
用
法
」

『
モ
デ
ュ
ー
ル
と
設
計
』《
通
産
省
標
準
文
献
賞
を
受
賞
》、
日
本
建
築
学
会
、
一
九
六
一
年
三
月

「
大
工
技
術
書
に
つ
い
て
」

『
建
築
史
研
究
』
三
〇
、
一
九
六
一
年
一
〇
月

「
す
ま
い
の
歴
史
」

『
家
庭
百
科
辞
典

Ⅲ
』、
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
一
二
月

昭
和
三
七
年

「
書
院
造
に
お
け
る
「
古
法
」
の
意
義
に
つ
い
て
」
『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
七
六
、
一
九
六
二
年
三
月

昭
和
三
八
年
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「
甲
良
家
の
書
院
造
木
割
書
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
八
九
、
一
九
六
三
年
九
月

昭
和
三
九
年

「
桂
離
宮
古
書
院
の
平
面
構
成
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
一
〇
三
、
一
九
六
四
年
一
〇
月

昭
和
四
〇
年

「
社
寺
・
神
社
の
様
式
、
神
社
の
木
割
、
寺
院
の
木
割
」

『
建
築
設
計
資
料
集
成

Ⅳ
』、
丸
善
、
一
九
六
五
年
一
二
月

昭
和
四
一
年

『
江
戸
と
江
戸
城
』

鹿
島
研
究
所
出
版
会
Ｓ
Ｄ
選
書
、
一
九
六
六
年
一
月

昭
和
四
二
年

『
新
桂
離
宮
論
』

鹿
島
出
版
会
Ｓ
Ｄ
選
書
、
一
九
六
七
年
二
月

「
江
戸
の
町
づ
く
り
」

『
江
戸
開
府
』、
世
界
文
化
社
、
一
九
六
七
年
一
一
月

昭
和
四
三
年

『
東
海
の
明
治
建
築
』

名
古
屋
鉄
道
�
、
一
九
六
八
年
三
月
（
城
戸
久
主
査
、
飯
田
喜
四
郎
他
と
共
著
）

「「
肥
前
名
護
屋
図
屏
風
」
の
建
築
的
考
察
」

『
国
華
』
九
一
五
、
一
九
六
八
年
六
月

昭
和
四
五
年

「
名
古
屋
城
と
そ
の
城
下
町
」

『
日
本
の
名
城
と
城
下
町
』、
日
本
城
郭
資
料
館
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
九
月
（
鳥
羽
政
雄
編
）

昭
和
四
六
年

「
聚
楽
第
―
武
家
地
の
研
究
―
（
近
世
都
市
図
屏
風
の
建
築
的
研
究

洛
中
洛
外
図

そ
の
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
一
八
〇
、
一
九
七
一
年
二
月

『
岐
阜
県
観
光
開
発
構
想
計
画
報
告
書
』

観
光
産
業
研
究
所
岐
阜
県
観
光
開
発
調
査
計
画
委
員
会
、
一
九
七
一
年
三
月
（
共
著
）

「
伏
見
城
Ⅰ
―
武
家
地
の
研
究
―
（
近
世
都
市
図
屏
風
の
建
築
的
研
究

洛
中
洛
外
図

そ
の
三
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
一
八
一
、
一
九
七
一
年
三
月

「
伏
見
城
Ⅱ
―
武
家
地
の
研
究
―
（
近
世
都
市
図
屏
風
の
建
築
的
研
究

洛
中
洛
外
図

そ
の
四
）」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
集
』
一
八
二
、
一
九
七
一
年
四
月

昭
和
四
七
年

「
日
本
的
な
も
の
の
感
覚
性
・
飛
鳥
か
ら
奈
良
へ
・
古
代
か
ら
中
世
へ
・
四
神
相
応
の
地
・
城
郭
の
構
成
」

『
建
築
術
二
―
空
間
を
と
ら
え
る
』、
彰
国
社
、
一
九
七
二
年
一
〇
月

「
戦
後
の
建
築
史
学
の
発
達
」

『
近
代
日
本
建
築
学
発
達
史
』、
丸
善
、
一
九
七
二
年
一
〇
月

『
江
戸
図
屏
風
―
江
戸
の
都
市
と
建
築
』

毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
一
二
月

昭
和
四
八
年

「
近
世
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
景
観
類
型
―
新
出
図
の
考
案
を
契
機
と
し
て
―
」

『
国
華
』
九
五
九
、
一
九
七
三
年
七
月

昭
和
五
〇
年

「
江
戸
の
都
市
構
造
」

『
江
戸
時
代
図
誌
四

江
戸
一
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
一
二
月

昭
和
五
一
年

「
安
土
城
の
研
究
（
上
）」

『
国
華
』
九
八
七
、
一
九
七
六
年
二
月

「
安
土
城
の
研
究
（
下
）」

『
国
華
』
九
八
八
、
一
九
七
六
年
三
月

「
城
郭
建
築
」

『
文
化
財
講
座
日
本
の
建
築
（
近
世
Ⅰ
）』、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
六
年
九
月

「
文
化
史
上
の
安
土
城
」

『
桃
山
の
文
化
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
一
〇
月

「
江
戸
の
町
屋
」

『
江
戸
時
代
図
誌
五

江
戸
二
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
一
一
月

昭
和
五
二
年

「
日
本
の
城
」

『
国
民
百
科
事
典
』、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
九
月

『
桂
離
宮
』

講
談
社
、
一
九
七
七
年
九
月
（
西
川
孟
写
真
）

『
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ａ
』《
国
際
ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
》

講
談
社
イ
ン
タ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
一
九
七
七
年
一
二
月
（
西
川
孟
写
真
）

（
そ
の
後
、
一
九
七
八
年
に
仏
語
訳
（
一
〇
月
）・
独
語
訳
（
一
二
月
）
と
し
て
出
版
）
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昭
和
五
三
年

「
都
市
図
屏
風
」

『
日
本
屏
風
絵
集
成
一
一

風
俗
画
―
洛
中
洛
外
』、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
一
月

「
安
土
城
」

『
探
訪
日
本
の
城
―
築
城
の
歴
史
―
』、
小
学
館
、
一
九
七
八
年
七
月

昭
和
五
四
年

『
旧
国
宝
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
資
料
調
査
報
告
書
』

名
古
屋
市
、
一
九
七
九
年
三
月
（
代
表
）

「
織
田
信
長
安
土
築
城
の
秘
密
」

『
信
長
と
秀
吉
』、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
四
月

「
神
宮
と
伊
勢
路
」

『
現
代
日
本
写
真
全
集
一
二

日
本
の
美
』、
集
英
社
、
一
九
七
九
年
五
月

「
山
里
」

『
中
世
の
心
と
形
』、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
九
月

『
城
の
日
本
史
』

日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
九
年
一
一
月
（
編
著
）

「
日
本
住
宅
の
歴
史
と
文
化
」

『
住
宅
設
計
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
オ
ー
ム
社
、
一
九
七
九
年
一
二
月

昭
和
五
五
年

「
安
土
・
桃
山
」

『
図
説
日
本
文
化
の
歴
史
』、
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
四
月

「
天
守
の
濫
觴
」

『
名
城
』、
暁
教
育
図
書
、
一
九
八
〇
年
六
月

『
掛
川
城
天
守
台
調
査
研
究
報
告
書
』

掛
川
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
七
月
（
代
表
）

『
城
な
ん
で
も
入
門
』

小
学
館
、
一
九
八
〇
年
八
月
（
日
本
建
築
家
協
会
推
薦
図
書
）

「
江
戸
の
都
市
構
造
」

『
歴
史
へ
の
招
待
八
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月

「
迷
宮
と
し
て
の
江
戸
」『

遊
び
の
百
科
全
書
一
〇

迷
宮
幻
想
』、
日
本
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
〇
年
一
二
月

昭
和
五
六
年

『
城
の
博
物
館
（
日
本
の
博
物
館
六
）
―
天
守
閣
の
歴
史
』

講
談
社
、
一
九
八
一
年
一
月

「
戦
国
の
世
の
城
づ
く
り
」

『
歴
史
へ
の
招
待
一
三
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
一
年
三
月

「
幻
と
消
え
た
大
城
下
（
安
土
）」

『
日
本
の
城
下
町
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
一
年
四
月

『
東
海
の
近
代
建
築
』

中
日
新
聞
本
社
、
一
九
八
一
年
五
月

（
共
著
、
日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
歴
史
・
意
匠
委
員
会
編
）

『
近
世
大
工
の
系
譜
』

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
一
年
九
月

「
伊
勢
神
宮
の
建
築
」

『
美
し
い
日
本
八

南
紀
』、
世
界
文
化
社
、
一
九
八
一
年

昭
和
五
七
年

『
江
戸
の
町
（
上
）
巨
大
都
市
の
誕
生
』

草
思
社
、
一
九
八
二
年
一
月
（
穂
積
和
夫
画
）

「
華
麗
な
る
虚
構
、
桂
離
宮
・
仙
洞
御
所
・
修
学
院
離
宮
」

『
京
の
離
宮
』、
集
英
社
、
一
九
八
二
年
三
月
（
西
川
孟
写
真
）

『
江
戸
の
町
（
下
）
巨
大
都
市
の
発
展
』

草
思
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
（
穂
積
和
夫
画
）

「
愛
知
県
の
城
郭
」

『
愛
知
―
歴
史
と
文
化
―
』、
講
談
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月

「
聚
楽
第
と
大
仏
殿
」

『
近
世
風
俗
図
譜
九

祭
礼
』、
小
学
館
、
一
九
八
二
年
一
一
月

「
江
戸
図
・
駿
府
築
城
図
」

『
肉
筆
浮
世
絵
一

歌
舞
伎
遊
楽
』、
集
英
社
、
一
九
八
二
年
一
二
月

昭
和
五
八
年

『
角
屋
―
角
屋
の
研
究
―
』

中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
二
月
（
西
川
孟
写
真
）

「
安
土
城
天
守
に
こ
め
た
自
負
」

『
現
代
視
点
・
織
田
信
長
』、
旺
文
社
、
一
九
八
三
年
二
月

昭
和
五
九
年

「「
日
本
番
匠
記
系
本
」
の
類
型
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
三
五
、
一
九
八
四
年
一
月

『
水
屋
復
元
計
画
調
査
報
告
書
』

海
津
町
、
一
九
八
四
年
三
月
（
共
著
）

「
畳
敷
様
雛
形
の
類
型
―
畳
敷
様
雛
形
の
研
究
そ
の
一
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
三
七
、
一
九
八
四
年
三
月

「
建
具
雛
形
、
欄
間
雛
形
の
研
究
」

『
建
築
史
学
』
二
、
一
九
八
四
年
三
月

「
都
市
図
と
し
て
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
」

『
文
学
』
五
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
三
月

『
西
尾
城
天
守
調
査
研
究
報
告
書
』

西
尾
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
五
月
（
代
表
）

「
畳
敷
様
雛
形
の
歴
史
的
特
質
―
畳
敷
様
雛
形
の
研
究
そ
の
二
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
四
二
、
一
九
八
四
年
八
月

「
床
書
院
雛
形
・
天
井
雛
形
の
研
究
」

川
上
貢
編
著
『
近
世
建
築
生
産
組
織
と
技
術
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
四
年
一
〇
月

『
日
本
住
宅
史
文
献
目
録
―
単
行
本
編
―
』

大
龍
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
（
編
著
代
表
）

昭
和
六
〇
年

「
木
曽
の
木
材
」

『
日
本
の
伝
統
工
芸
四

中
央
高
地
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
五
年
一
月

「「
日
本
番
匠
記
系
本
」
の
系
譜
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
四
八
、
一
九
八
五
年
二
月
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「「
古
河
新
兵
衛
覚
書
」
系
本
の
構
成
と
そ
の
内
容
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
四
九
、
一
九
八
五
年
三
月

「「
古
河
新
兵
衛
覚
書
」
系
本
に
お
け
る
木
割
の
特
質
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
五
二
、
一
九
八
五
年
六
月

「
元
和
創
建
日
光
東
照
宮
の
復
原
的
考
察
」

『
建
築
史
学
』
五
、
一
九
八
五
年
九
月

『
日
本
建
築
古
典
叢
書
五

近
世
建
築
書
―
座
敷
雛
形
』

大
龍
堂
書
店
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
（
小
葉
田
淳
・
内
藤
昌
監
修
、
岡
本
真
理
子
編
著
）

『
日
本
名
城
集
成

名
古
屋
城
』

小
学
館
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
（
編
著
）

「
建
築
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
分
析
―
日
本
伝
統
建
築
に
お
け
る
空
間
特
性
（
そ
の
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
五
七
、
一
九
八
五
年
一
一
月

「
名
所
の
形
体
要
素
―
江
戸
時
代
四
都
市
に
お
け
る
都
市
景
観
の
研
究
―
」

『
日
本
都
市
計
画
学
会
学
術
研
究
論
文
集
』
二
〇
、
一
九
八
五
年
一
一
月

昭
和
六
一
年

『
建
築
か
ら
の
仕
掛
け
』

学
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
年
二
月
（
上
田
篤
他
と
共
著
）

『
江
戸
東
京
学
―
江
戸
の
都
市
構
造
』

至
文
堂
、
一
九
八
六
年
二
月
（
陣
内
秀
信
他
と
共
著
）

「
継
手
・
仕
口
雛
形
の
書
誌
と
類
型
―
継
手
・
仕
口
雛
形
の
研
究
（
そ
の
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
〇
、
一
九
八
六
年
二
月

『
高
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

高
山
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
三
月
（
代
表
）

「
２１
世
紀
へ
向
け
て
」『

名
古
屋
城
』、
名
古
屋
市
名
古
屋
城
整
備
基
本
調
査
会
、
一
九
八
六
年
三
月
（
代
表
）

「
建
築
空
間
の
知
覚
的
特
性
に
よ
る
構
成
部
材
と
構
成
要
素
の
抽
出
―
日
本
伝
統
建
築
に
お
け
る
空
間
特
性

（
そ
の
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
一
、
一
九
八
六
年
三
月

「
い
わ
ゆ
る
『
木
砕
之
注
文
』（
寿
彭
覚
書
）
に
お
け
る
堂
・
社
・
門
の
木
割
体
系
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
二
、
一
九
八
六
年
四
月

「
初
期
和
算
書
に
お
け
る
建
築
積
算
技
術
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
三
、
一
九
八
六
年
五
月

「
建
築
空
間
の
知
覚
的
特
性
に
よ
る
構
成
部
材
の
分
類
―
日
本
伝
統
建
築
に
お
け
る
空
間
特
性
（
そ
の
三
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
三
、
一
九
八
六
年
五
月

『
総
覧
日
本
の
建
築
五

東
海
』

新
建
築
社
、
一
九
八
六
年
六
月
（
共
著
、
日
本
建
築
学
会
編
）

「『
愚
子
見
記
』
に
お
け
る
初
期
和
算
書
の
影
響
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
六
、
一
九
八
六
年
八
月

「
近
代
建
築
の
視
覚
的
印
象
に
よ
る
意
匠
特
性
の
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
六
、
一
九
八
六
年
八
月

「
建
築
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
構
成
部
材
の
知
覚
的
特
性
か
ら
み
た
日
本
建
築
の
空
間
特
性
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
七
、
一
九
八
六
年
九
月

「『
愚
子
見
記
』
の
成
立
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
六
九
、
一
九
八
六
年
一
一
月

「
継
手
・
仕
口
の
基
本
型
と
変
化
型
、
複
合
型
―
継
手
・
仕
口
雛
形
の
研
究
（
そ
の
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
七
〇
、
一
九
八
六
年
一
二
月

昭
和
六
二
年

『
近
代
日
本
産
業
技
術
の
実
態
調
査
及
び
そ
の
発
展
過
程
に
関
す
る
実
証
的
研
究
』

産
業
技
術
記
念
物
調
査
会
、
一
九
八
七
年
二
月
（
吉
田
光
邦
他
と
共
著
）

「
天
下
一
の
巨
大
都
市
」

『
東
京
「
江
戸
」
を
歩
く
』、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
七
月

『
洛
中
洛
外
図
大
観
―
舟
木
家
旧
蔵
本
』

小
学
館
、
一
九
八
七
年
七
月
（
共
著
）

『
洛
中
洛
外
図
大
観
―
上
杉
家
蔵
本
』

小
学
館
、
一
九
八
七
年
七
月
（
共
著
）

『
洛
中
洛
外
図
大
観
―
町
田
家
旧
蔵
本
』

小
学
館
、
一
九
八
七
年
七
月
（
共
著
）

「
姫
路
城
の
造
形
」

『
国
宝
へ
の
旅
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
七
年
八
月

「
い
わ
ゆ
る
『
木
砕
之
注
文
』（
寿
彭
覚
書
）
に
お
け
る
木
割
体
系
の
特
質
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
七
八
、
一
九
八
七
年
八
月

「
街
並
み
の
イ
メ
ー
ジ
分
析
―
日
本
の
伝
統
的
街
並
み
に
お
け
る
空
間
特
性
（
そ
の
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
七
九
、
一
九
八
七
年
九
月

『U
N

E
G

R
A

N
D

E
C

IT
E

D
E

L’A
N

C
IE

N
JA

PO
N

E
D

O

』

A
lbin

M
ichelJeunesse,Paris

、
一
九
八
七
年
一
一
月

（『
江
戸
の
町
』
の
仏
語
訳
、
穂
積
和
夫
画
）

「
江
戸
城
」

『
江
戸
東
京
学
辞
典
』、
三
省
堂
、
一
九
八
七
年
一
二
月
（
前
田
愛
他
と
共
著
）

昭
和
六
三
年

「
景
観
構
成
要
素
と
そ
の
景
観
評
価
へ
の
影
響
―
日
本
の
伝
統
的
街
並
み
に
お
け
る
空
間
特
性
（
そ
の
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
八
三
、
一
九
八
八
年
一
月

― 86―



「
江
戸
建
仁
寺
流
系
本
の
成
立
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
八
三
、
一
九
八
八
年
一
月

「
継
手
・
仕
口
雛
形
の
歴
史
的
変
遷
過
程
―
継
手
・
仕
口
雛
形
の
研
究
（
そ
の
三
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
八
四
、
一
九
八
八
年
二
月

『
高
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』

高
山
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
三
月
（
代
表
）

「
木
割
書
系
絵
様
雛
形
の
系
譜
」

『
建
築
史
学
』
一
〇
、
一
九
八
八
年
三
月

『
復
元
日
本
大
観
一

城
と
舘
』

世
界
文
化
社
、
一
九
八
八
年
四
月
（
編
著
）

「
加
賀
建
仁
寺
流
系
本
の
成
立
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
八
六
、
一
九
八
八
年
四
月

「
幻
の
安
土
城
」『

歴
史
へ
の
招
待
二
六
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
八
年
五
月
（
山
田
宗
睦
他
と
共
著
）

「
日
本
古
典
建
築
学
体
系
の
確
立
過
程
」
日
本
産
業
技
術
史
学
会
『
技
術
と
文
明
』
六
、
一
九
八
八
年
五
月

『
注
釈

愚
子
見
記
』・『
愚
子
見
記
の
研
究
』《
日
本
産
業
技
術
史
学
会
資
料
特
別
賞
を
受
賞
》

井
上
書
院
、
一
九
八
八
年
六
月
（
編
著
）

「
安
土
築
城
」

『
天
下
布
武
』、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
八
年
六
月
（
福
田
栄
次
郎
他
と
共
著
）

「
江
戸
建
仁
寺
流
系
本
の
展
開
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
八
八
、
一
九
八
八
年
六
月

「
近
世
建
築
書
に
お
け
る
唐
様
建
築
の
設
計
体
系
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
八
八
、
一
九
八
八
年
六
月

「「
プ
レ
・
モ
ダ
ン
」
立
川
流
の
建
築
」

『
道
具
人
間
家
屋
―
住
い
の
文
化
史
』、

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
総
合
研
究
室
、
一
九
八
八
年
七
月
（
川
添
登
他
と
共
著
）

『
姫
路
市
史
第
一
四
巻
別
編
姫
路
城
―
姫
路
城
の
構
成
』姫

路
市
、
一
九
八
八
年
七
月
（
渡
辺
勝
彦
他
と
共
著
）

「
戦
国
の
世
の
城
づ
く
り
」

『
歴
史
へ
の
招
待
八
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
八
年
九
月
（
脇
田
修
他
と
共
著
）

『
高
山
城
総
合
学
術
調
査
報
告
書
』

高
山
市
、
金
森
公
顕
彰
会
、
一
九
八
八
年
九
月
（
代
表
）

「
日
本
の
す
ま
い
と
イ
ン
テ
リ
ア
」

小
原
二
郎
・
吉
田
光
邦
編
『
イ
ン
テ
リ
ア
大
事
典
』、

壁
装
材
料
協
会
、
彰
国
社
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
（
岡
本
真
理
子
他
と
共
著
）

『
日
本
建
築
古
典
叢
書
三

近
世
建
築
書
―
堂
宮
雛
形
（
建
仁
寺
流
）』

大
龍
堂
書
店
、
一
九
八
八
年
一
二
月
（
小
葉
田
淳
・
内
藤
昌
監
修
、
河
田
克
博
編
著
）

平
成
元
年

「
洋
の
東
西
か
ら
み
た
城
の
造
形
思
想
」

『
歴
史
へ
の
招
待
七
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
九
年
一
月
（
岡
本
良
一
他
と
共
著
）

「
藤
吉
郎
一
夜
城
を
築
く
」

『
歴
史
へ
の
招
待
一
三
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
八
年
四
月
（
豊
田
穣
他
と
共
著
）

「
景
観
構
成
要
素
と
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
―
日
本
の
伝
統
的
街
並
み
に
お
け
る
空
間
特
性
（
そ
の
三
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
九
九
、
一
九
八
九
年
五
月

「
加
賀
建
仁
寺
流
系
本
に
お
け
る
屋
敷
雛
形
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
九
九
、
一
九
八
九
年
五
月

「
名
古
屋
城
」

『
国
史
大
辞
典
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
八
月

「
木
版
本
彫
物
書
系
絵
様
雛
形
の
時
代
的
特
質
」

『
建
築
史
学
』
一
三
、
一
九
八
九
年
九
月

平
成
二
年

『
鶴
舞
公
園
奏
楽
堂
復
元
調
査
研
究
報
告
書
』

日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
、
一
九
九
〇
年
一
月
（
代
表
）

『
駿
府
城
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』

静
岡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
三
月
（
代
表
）

『
横
須
賀
城
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』

大
須
賀
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
三
月
（
代
表
）

「
木
版
本
彫
物
書
系
絵
様
雛
形
の
内
容
的
特
質
」

『
建
築
史
学
』
一
四
、
一
九
九
〇
年
三
月

「
建
築
装
飾
パ
タ
ー
ン
ブ
ッ
ク
の
変
遷
そ
の
一
―
筆
写
本
彫
物
書
系
絵
様
雛
形
の
書
誌
的
考
察
―
」

日
本
産
業
技
術
史
学
会
『
技
術
と
文
明
』
一
〇
、
一
九
九
〇
年
六
月

「
四
天
王
寺
流
基
幹
本
の
書
誌
と
構
成
」『

日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
四
一
二
、
一
九
九
〇
年
六
月

「
日
本
建
築
の
型
と
作
法
」『

作
法
と
建
築
空
間
』、
彰
国
社
、
一
九
九
〇
年
七
月
（
小
笠
原
清
信
他
と
共
著
）

「C
O
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FIG
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R
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D

」『T
he

A
nnualC

onference
ofC

hinese
ofU

rban
Planning

and
C

hinese,

Japanese
and

K
orean1990,TaipeiSym

posium

』、
一
九
九
〇
年
九
月

「
清
朝
以
前
台
北
市
域
の
集
落
分
布
と
市
街
形
成
」

『
日
本
都
市
計
画
学
会
学
術
研
究
論
文
集
』
二
五
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月

平
成
三
年

「
建
築
装
飾
パ
タ
ー
ン
ブ
ッ
ク
の
変
遷
そ
の
二
―
筆
写
本
彫
物
書
系
絵
様
雛
形
の
内
容
的
考
察
―
」

紹 介
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日
本
産
業
技
術
史
学
会
『
技
術
と
文
明
』
一
一
、
一
九
九
一
年
二
月

「
名
古
屋
の
都
市
形
成
」

『
ポ
ス
ト
産
業
都
市
へ
の
選
択
〔
名
古
屋
宣
言
〕』、

名
古
屋
市
新
日
本
建
築
家
協
会
、
一
九
九
一
年
三
月
（
西
尾
武
喜
他
と
共
著
）

『
日
本
建
築
古
典
叢
書
九

近
世
建
築
書
―
絵
様
雛
形
』

大
龍
堂
書
店
、
一
九
九
一
年
三
月
（
小
葉
田
淳
・
内
藤
昌
監
修
、
麓
和
善
編
著
）

『
横
須
賀
御
殿
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』

東
海
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
三
月
（
代
表
）

「
日
治
時
代
臺
北
市
街
路
結
講
之
分
析
」

中
華
民
國
建
築
学
會
『
建
築
学
報
』
第
四
期
春
期
号
、
一
九
九
一
年
四
月

『
松
坂
城
学
術
調
査
報
告
書
』

松
阪
市
、
一
九
九
一
年
九
月
（
代
表
）

「
日
本
植
民
地
時
代
に
お
け
る
台
南
都
市
構
造
の
復
原
的
研
究
」

『
日
本
都
市
計
画
学
会
学
術
研
究
論
文
集
』
二
六
、
一
九
九
一
年
一
一
月

「
信
長
と
安
土
城
」

堺
屋
太
一
編
『
織
田
信
長
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
一
年
一
二
月

平
成
四
年

『
乃
木
倉
庫
調
査
報
告
書
』

日
本
建
築
学
会
東
海
支
部
、
一
九
九
二
年
一
月
（
代
表
）

「
姫
路
・
そ
の
城
と
城
下
町
」

『
日
本
名
建
築
写
真
選
集
六

姫
路
城
』、
新
潮
社
、
一
九
九
二
年
六
月
（
西
川
孟
写
真
）

「
幻
の
城

安
土
城
再
現
」

『�
創
神
�
信
長
』、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
一
九
九
二
年
七
月

「
信
長
天
下
統
一
の
象
徴
」

『
幻
の
安
土
城

天
守
復
元
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
七
月
（
堺
屋
太
一
監
修
）

「
日
本
植
民
地
時
代
に
お
け
る
台
北
都
市
構
造
の
復
原
的
研
究
」

日
本
産
業
技
術
史
学
会
『
技
術
と
文
明
』
一
四
、
一
九
九
二
年
七
月

「
雑
作
雛
形
の
書
誌
的
考
察
」

日
本
産
業
技
術
史
学
会
『
技
術
と
文
明
』
一
四
、
一
九
九
二
年
七
月

『
安
土
城
天
主
美
術
模
型
―
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
―
』

平
凡
社
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、
一
九
九
二
年
八
月

「
日
治
時
代
高
雄
都
市
結
構
之
分
析
」中

華
民
國
建
築
学
會
『
建
築
学
報
』
第
六
期
春
期
号
、
一
九
九
二
年
八
月

「
往
来
本
建
築
書
の
類
型
と
そ
の
変
遷
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
四
四
一
、
一
九
九
二
年
一
一
月

平
成
五
年

『
日
本
建
築
古
典
叢
書
八

近
世
建
築
書
―
構
法
雛
形
』

大
龍
堂
書
店
、
一
九
九
三
年
七
月
（
小
葉
田
淳
・
内
藤
昌
監
修
、
若
山
滋
・
麓
和
善
編
著
）

『
江
戸
城
大
天
守
美
術
模
型
―
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
―
』

平
凡
社
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、
一
九
九
三
年
七
月

「
四
天
王
寺
流
基
幹
本
「
社
記
集
」
の
内
容
的
特
質
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
四
四
九
、
一
九
九
三
年
七
月

「『
華
城
城
役
儀
軌
』
に
お
け
る
石
垣
構
築
設
計
体
系
に
関
す
る
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
四
五
〇
、
一
九
九
三
年
八
月

平
成
六
年

「
伊
勢
神
宮
の
建
築
」

『
聖
域

伊
勢
神
宮
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
四
年
四
月
（
西
川
孟
写
真
）

「
名
古
屋
城
、
安
土
城
」
『
日
本
の
あ
ゆ
み
探
検
図
鑑
―
日
本
の
歴
史
編
』、
福
武
書
店
、
一
九
九
四
年
四
月

「
日
本
・
韓
国
伝
統
建
築
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
評
価
尺
度
抽
出
―
日
本
・
韓
国
伝
統
建
築
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
特

性
（
そ
の
一
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
五
八
、
一
九
九
四
年
四
月

『
復
元

安
土
城
―
信
長
の
理
想
と
黄
金
の
天
主
―
』

講
談
社
、
一
九
九
四
年
五
月

「『
石
垣
築
様
目
録
』
に
お
け
る
石
垣
構
築
設
計
体
系
に
関
す
る
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
五
九
、
一
九
九
四
年
五
月

「
構
成
部
位
・
要
素
か
ら
み
た
日
本
・
韓
国
伝
統
建
築
の
イ
メ
ー
ジ
特
性
―
日
本
・
韓
国
伝
統
建
築
空
間
の

イ
メ
ー
ジ
特
性
（
そ
の
二
）」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
六
四
、
一
九
九
四
年
一
〇
月

『
江
戸
の
ま
ち
づ
く
り
無
限
拡
大
都
市
の
誕
生
と
発
展：

そ
の
都
市
と
し
て
の
歴
史
相
』

教
育
出
版
（
ビ
デ
オ
）
四
〇
分
解
説
書
、
一
九
九
四
年
一
二
月

平
成
七
年

「
日
治
時
代
の
臺
北
市
近
代
都
市
計
畫
（
一
）
―
都
市
計
畫
之
萌
芽
與
展
開
―
」

中
華
民
國
都
市
計
畫
學
會
『
都
市
與
計
劃
』
第
二
二
巻
第
一
期
、
一
九
九
五
年
三
月

『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
城
の
日
本
史
』

角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
六
月
（
編
著
）

「
日
本
・
台
湾
伝
統
建
築
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
特
性
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
七
五
、
一
九
九
五
年
六
月

『
寛
永
期
江
戸
城
本
丸
・
二
丸
圖
（
一
六
四
〇
年
頃
の
本
丸
・
二
丸
平
面
図
）』

教
育
出
版
解
説
書
、
一
九
九
五
年
九
月

「
日
治
時
代
の
臺
北
市
近
代
計
畫
（
一
）
―
都
市
計
畫
之
萌
芽
與
展
開
―
」
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中
華
民
國
建
築
學
會
『
建
築
學
報
』
第
一
四
期
、
一
九
九
五
年
一
〇
月

平
成
八
年

「
イ
ン
テ
リ
ア
学
そ
の
古
典
と
現
代
」・「
安
土
・
桃
山
時
代
の
イ
ン
テ
リ
ア
」

『
イ
ン
テ
リ
ア
学
講
話
』、
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
学
会
東
海
支
部
、
一
九
九
六
年
五
月

『
大
江
戸
曼
陀
羅
―
猥
雑
の
構
造
―
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
五
月

「
四
天
王
寺
流
基
幹
本
「
武
家
記
集
」
の
内
容
的
特
質
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
八
六
、
一
九
九
六
年
八
月

「
四
天
王
寺
流
基
幹
本
「
塔
記
集
」
の
内
容
的
特
質
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
八
九
、
一
九
九
六
年
一
一
月

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
日
本
伝
統
建
築
の
軒
反
り
曲
線
設
計
法
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
九
〇
、
一
九
九
六
年
一
二
月

平
成
九
年

『
国
宝
へ
の
旅
七
―
西
海
風
韻
・
姫
路
城
―
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
五
月

『
近
世
大
工
の
美
学
―
環
境
倫
理
と
し
て
の
日
本
古
典
建
築
学
―
』

中
央
公
論
社
、
一
九
九
七
年
八
月

「
礼
法
書
系
道
具
雛
形
の
書
誌
と
類
型
」
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
四
九
九
、
一
九
九
七
年
九
月

『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
図
鑑
シ
リ
ー
ズ
―
日
本
の
城
図
鑑
―
』

ア
ス
キ
ー
出
版
局
、
一
九
九
七
年
一
〇
月

「
日
治
時
代
臺
灣
近
代
建
築

法
制
之
創
設
與
内
涵
―
以
臺
北
市
街
為
例
―
」

中
華
民
國
建
築
學
會
『
建
築
學
報
』
第
二
三
期
、
一
九
九
七
年
一
二
月

「
日
治
時
代
臺
灣
近
代
都
市
計
畫

法
制
之
創
設
―
創
設
期
法
制
之
内
涵
・
並
以
臺
北
市
街
之
施
行
為
例

―
」

中
華
民
國
都
市
計
劃
學
會
『
都
市
與
計
劃
』
第
二
四
巻
第
二
期
、
一
九
九
七
年
一
二
月

平
成
一
〇
年

「
四
天
王
寺
流
基
幹
本
「
堂
記
集
」
の
内
容
的
特
質
（
１
）
―
和
様
堂
の
設
計
規
範
―
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
〇
三
、
一
九
九
八
年
一
月

「
屋
敷
雛
形
に
お
け
る
能
舞
台
の
研
究
」
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
〇
四
、
一
九
九
八
年
二
月

「『
雅
亮
装
束
抄
』
に
お
け
る
寝
殿
造
イ
ン
テ
リ
ア
の
室
礼
に
関
す
る
研
究
」

『
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
学
会
論
文
報
告
集
』
八
、
一
九
九
八
年
三
月

「
日
治
時
代
の
臺
北
市
近
代
都
市
計
畫
（
二
）
―
法
制
確
立
期
之
都
市
計
畫
―
」

中
華
民
國
都
市
計
劃
學
會
『
都
市
與
計
劃
』
第
二
五
巻
第
一
期
、
一
九
九
八
年
三
月

『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
学
習
事
典
―
日
本
の
歴
史
―
』

分
渓
堂
、
一
九
九
八
年
七
月
（
編
著
）

「
四
天
王
寺
流
基
幹
本
「
武
家
記
集
」
の
学
理
的
展
開
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
〇
九
、
一
九
九
八
年
七
月

「
建
築
書
系
道
具
雛
形
の
書
誌
と
類
型
」
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
一
〇
、
一
九
九
八
年
八
月

『
金
沢
城
』

橋
本
確
文
堂
、
一
九
九
八
年
一
二
月
（
監
修
）

平
成
一
一
年

「
未
来
志
向
の
二
一
世
紀
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
」

金
秀
太
郎
他
監
修

『
ア
ー
ト
ポ
ー
ト＝

デ
ザ
イ
ン
―
魅
力
あ
る
都
市
を
創
る
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
九
年
三
月

「
屋
敷
雛
形
の
イ
ン
テ
リ
ア
設
計
体
系
」
『
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
学
会
論
文
報
告
集
』
九
、
一
九
九
九
年
三
月

「「
Ｃ
Ａ
Ｄ
軒
反
り
式
」
か
ら
み
た
文
化
財
社
寺
軒
反
り
曲
線
の
特
性
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
一
七
、
一
九
九
九
年
三
月

「
日
本
・
韓
国
・
台
湾
伝
統
建
築

外
観
の
イ
メ
ー
ジ
特
性
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
一
七
、
一
九
九
九
年
三
月

「
屋
敷
雛
形
の
書
誌
的
考
察
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
一
八
、
一
九
九
九
年
四
月

「
中
国
古
典
建
築
書
『
工
程
做
法
則
例
』
の
構
成
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
二
〇
、
一
九
九
九
年
六
月

平
成
一
二
年

「『
工
程
做
法
則
例
』
に
お
け
る
〈
斗
口
型
〉
木
割
の
設
計
技
法
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
二
七
、
二
〇
〇
〇
年
一
月

「
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
都
市
形
態
に
関
す
る
復
原
的
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
二
七
、
二
〇
〇
〇
年
一
月

「『
工
程
做
法
則
例
』
に
お
け
る
〈
面
濶
・
進
深
型
〉
木
割
の
設
計
技
法
（
そ
の
一
）
―
楼
房
・
転
角
・
庁

堂
・
川
堂
―
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
二
八
、
二
〇
〇
〇
年
二
月

『
エ
ン
カ
ル
タ
百
科
事
典
二
〇
〇
〇
』

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
（
編
著
）

平
成
一
三
年

「
建
築
書
系
道
具
雛
形
の
基
本
型
と
発
展
型
」

紹 介
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『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
三
九
、
二
〇
〇
一
年
一
月

「『
工
程
做
法
則
例
』
に
お
け
る
〈
混
合
型
〉
木
割
の
設
計
技
法
（
そ
の
一
）
―
正
楼
・
転
角
楼
・
箭
楼
に
つ

い
て
―
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
三
九
、
二
〇
〇
一
年
一
月

『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
一
一
』

滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
三
月
（
全
体
監
修
・
上
山
春
平
他
と
共
著
）

「
土
地
利
用
か
ら
み
た
ス
ペ
イ
ン
都
市
の
特
性
に
関
す
る
復
元
的
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
四
二
、
二
〇
〇
一
年
四
月

『
日
本

町
の
風
景
学
』

草
思
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月

「『
工
程
做
法
則
例
』
に
お
け
る
〈
面
濶
・
進
深
型
〉
木
割
の
設
計
技
法
（
そ
の
二
）
―
閘
桜
・
倉
庫
・
亭
・

小
式
に
つ
い
て
―
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
四
七
、
二
〇
〇
一
年
九
月

平
成
一
四
年

『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
一
二
』

滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
四
月
（
全
体
監
修
・
上
山
春
平
他
と
共
著
）

「
建
築
書
系
道
具
雛
形
の
設
計
学
理
―
道
具
設
計
に
お
け
る
寸
法
体
系
―
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
五
七
、
二
〇
〇
二
年
八
月

平
成
一
五
年

「
中
国
古
典
建
築
書
『
営
造
法
式
』・『
工
程
做
法
則
例
』・『
営
造
算
例
』
に
お
け
る
井
口
天
花
（
格
天
井
）

の
設
計
技
法
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
六
六
、
二
〇
〇
三
年
四
月

平
成
一
七
年

「
木
割
書
に
お
け
る
多
宝
塔
設
計
体
系
の
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
九
一
、
二
〇
〇
五
年
五
月

平
成
一
八
年

「
木
割
書
に
お
け
る
宝
塔
類
の
内
容
と
分
類
」『

日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
六
〇
〇
、
二
〇
〇
六
年
二
月

平
成
二
三
年

『（
文
庫
版
）
城
の
日
本
史
』

講
談
社
、
二
〇
一
一
年
八
月
（
編
著
）
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